
ＴＡＣ通信
～イネカメムシ・高温登熟対策をしましょう！～



田んぼへの侵入が他のカメムシ
よりも早く、防除時期が異なる。

○イネカメムシ
出穂期から加害

○既存の斑点米カメムシ
穂揃期10日後ごろに加害

加害部位が他のカメムシと違い
色彩選別機での選別が難しい。

従来の品質低下型の被害（斑
点米）だけでなく、収量型の
被害（不稔）を起こす。

選別が困難 全国的に被害急増！

従来対策では不十分被害の種類が多様

○他カメムシ ○イネカメムシ
実際の大きさ

出穂期出穂直前 穂揃期10日後穂揃期



幼穂形成期の追肥を適切に行い、
暑さに負けない稲体を育成しま
しょう。＊1

特にケイ酸質の土改材は、稲体
が丈夫になる他、光合成効率が高
まり収量・品質の向上にも効果的
です。

出穂期前後の２０日間は最も水が必要。
水を切らさないようにしっかり管理しま
しょう。

また出穂期以降は、温まった水が夜ま
で圃場に溜まっていると、品質低下原因
になります。適宜、水の入れ替えを行い
ましょう。*2

高温登熟障害を避ける３つの対策

中干しは過剰な分げつを抑制し、
根に酸素を送ることで養分循環効率
を高めます。

また、一度地固めしておくことで、
収穫期ぎりぎりまで圃場に水を溜め
ておける丈夫な土壌が形成でき、機
械作業効率も向上します。

高温登熟障害とは、背白粒や心白粒のことで、等級落ちの原因となります。
これらは日中の高温乾燥や、夜間の気温・高水温等により、玄米のデンプ

ン蓄積のメカニズムに障害がおこることで発生します。

①田植え１か月後は中干しを

②大切なのは稲の体づくり

③出穂後の水管理

＊1 一発肥料を使用されている方は、基本的に追肥は不要です。
＊2 水不足の際は抱水状態を維持して、圃場が乾燥しないようにしましょう。



作業ごよみ


